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豊中市社協「みんなの福祉」は共同募金配分金の一部を活用して発行しています

敬老の集い

誰もが安心して暮らすことができる福祉の町づくりをめざして

会 費（ 年 額 ） 賛助会員（個人・世帯） 1口　　500円
特別賛助会員（個人・法人・事業所・団体等） 1口　5,000円
（いずれも口数に制限はありません）

募 集 期 間 平成27年2月1日～ 3月31日（校区により実施期間が異なる場合があります）

申 込 方 法 各校区福祉委員会よりご案内いたします
今年度目標額 32,680,000円（昨年度実績　32,301,500円）

《税制上の優遇措置について》
	 平成24年度より豊中市社会福祉協議会は税額控除対象法人となりました。
	 	これにともない、賛助会費は「税額控除制度」の適用を受けることになり、次の通り税制上の優遇措置が受けられます。
	 	 個人の場合　所得税の所得控除または税額控除（寄附者が選択）と住民税の税額控除が受けられます。
	 	 法人の場合　法人税制上の損金算入ができます。
	 ※詳しくはホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。
	 問合せ　総務課　電話6841-9393　　　http://www.toyonaka-shakyo.or.jp/

★
孤
独
死
を
契
機
に
安
否
確
認

泉
丘
校
区
福
祉
委
員
会

　

昨
年
、
60
代
前
半
の
孤
独
死
の
案

件
を
き
っ
か
け
に
、
福
祉
委
員
や
民

生
・
児
童
委
員
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
管
理
会
社
、
市
社
協
と
話

し
合
い
、
空
き
家
の
把
握
や
マ
ン
シ

ョ
ン
内
の
郵
便
受
け
に
郵
便
物
が
溜

ま
っ
て
い
る
住
居
の
安
否
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　

活
動
し
た
民
生・児
童
委
員
は
、「
高

齢
の
入
居
者
が
増
え
る
中
で
、
今
回

の
よ
う
に
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
な
方
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も

考
え
た
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
緑
地
校
区
福
祉
委
員
会

　

校
区
内
の
Ｏ

Ｐ
Ｈ
服
部
緑
地

団
地
集
会
室
で

「
お
し
ゃ
べ
り

カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
」

を
開
催
。
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
交
流
が
は

ず
み
ま
す
。

★
管
理
組
合
単
位
の

　
ア
ン
ケ
ー
ト

寺
内
校
区
福
祉
委
員
会

　

校
区
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
う
ち
50

の
管
理
組
合
へ「
防
災
、
文
化
厚
生
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」
な
ど
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
現
状
の

把
握
と
新
た
な
課
題
の
発
見
に
よ
る

緊
急
時
の
安
否
確
認
の
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。

②
上
新
田
校
区
福
祉
委
員
会

　

南
千
里
ロ
ー

ズ
ヴ
ィ
ラ
で
は
子

ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
集
ま
り
、

和
気
あ
い
あ
い

と
い
ろ
ん
な
お

話
を
し
な
が
ら
、

季
節
の
小
物
を

作
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度 

小
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
集
合
住
宅
へ
の
取
り
組
み
編
〜

　

豊
中
の
住
宅
の
60
％
以
上
が
集
合
住
宅
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
集
合

住
宅
で
は
管
理
組
合
は
あ
る
も
の
の
、
自
治
会
組
織
が
な
く
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
薄
い
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
市
社
協
で
は
引
き
続

き
小
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
集
合
住
宅
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト
交
流
会
」を
開
催
し
、
集
合
住
宅
の
課
題
を

考
え
な
が
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
実
践
さ
れ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
交
流
し
ま
す
。

※
マ
ン
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト
交
流
会
の
お
知
ら
せ
は
4
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

校区福祉委員会活動（55％）
○小地域福祉ネットワーク事業
・ふれあいサロン
・子育てサロン
・ふれあい給食サービス
・世代間交流
○福祉なんでも相談窓口
○敬老の集い
○ひとり暮らし老人の会の支援

など

市社協事業（45％）
○校区福祉委員会活動への支援
○ボランティアセンターの運営
	 ・ボランティアグループへの支援
	 ・ボランティア情報の提供
	 ・ボランティア講座の開催
	 ・ユゥーあい移送サービス
○福祉機器（車いす）の貸出
○各種相談事業
○広報紙発行　　　　　など

皆さまのご理解とご協力をよろしくおねがいいたします

賛助会費のつかいみち

45％

ttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

そ
の
①

市社協では住みよい町づくりを推進するために、
今年度も校区福祉委員会の皆さまとともに、賛助会員（会費）を募集します。

ご協力いただきました賛助会費は、市社協の事業をはじめ、
校区福祉委員会に還元され、各校区でのさまざまな事業に活用いたします。

賛助会員（会費）募集 ～ あなたの会費が
　 地域の福祉をささえています ～

55％

子育てサロンユゥーあい移送サービス

平成二十七年

豊中のボランティア
イメージキャラクター
「ボランちゃん」

★
集
合
住
宅
単
位
の
サ
ロ
ン
で
交
流
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▲当時の引っ越しボランティアの様子

▲当時の災害ボランティアセンター　於：桜塚会館（中桜塚）

　

平
成
７
年
１
月
17
日
の
午
前
５
時

46
分
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
。
兵

庫
県
南
部
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を

及
ぼ
し
た
な
か
、
大
阪
府
内
で
一
番

被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
豊
中
市

で
し
た
。
市
南
部
を
中
心
に
家
屋
の

倒
壊
な
ど
９
万
人
強
の
市
民
が
被
災

し
ま
し
た
。

　

そ
の
10
日
後
に
、
市
社
協
に
お
い
て
、

災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
１
，８
８
５
名
が

登
録
し
、
の
べ
５
，２
０
０
名
を
派
遣

し
ま
し
た
。
救
援
物
資
の
整
理
や
避

難
所
で
の
炊
き
出
し
、
引
っ
越
し
の

お
手
伝
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
見
え
て
き
た
教
訓
は

日
頃
か
ら
ご
近
所
で
助
け
合
う
こ
と

の
重
要
性
や
、
地
域
で
核
と
な
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
な
い
と
、
市
外
か
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
教
訓
を
活
か
し
今
後
の
災
害

時
に
備
え
る
べ
く
、
翌
年
の
平
成
８

年
６
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に

呼
び
か
け
「
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
結
成
し
、
住
民
参
加
型
の
災

害
支
援
訓
練
の
実
施
、
災
害
支
援
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
区
単
位
で
組
織
し

て
い
る
校
区
福
祉
委
員
会
が
、
小
地

域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
展
開
し
、

地
域
住
民
に
よ
る
要
援
護
者
の
見
守

り
声
か
け
活
動
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、

ふ
れ
あ
い
給
食
会
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
活
動
が

市
内
全
域
に
広
が
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

あ
の
瞬
間
（
と
き
）
を

忘
れ
な
い

　

平
成
27
年
１
月
17
日
（
土
）、
毎
年

1
月
に
実
施
し
て
い
る
災
害
支
援
訓

練
も
今
年
で
18
回
目
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。

　

災
害
支
援
訓
練
の
後
、
20
年
前
に

被
災
し
た
当
事
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
た
方
、
市
社
協
職
員

の
体
験
を
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、

参
加
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を

共
有
。
今
後
も
訓
練
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

安
心
協
力
員
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
65

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

う
ち
介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
な
い

方
で
近
隣
に
親
族
な
ど
が
な
く
、
緊

急
時(

病
気
な
ど)

に
不
安
を
抱
え
る
方

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

安
心
協
力
員
派
遣
サ
ー
ビ
ス

　

月
に
１
回
安
否
確
認
を
兼
ね
て
訪

問
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
急
病
時
の

買
い
物
の
お
手
伝
い
や
入
院
時
の
手

　

豊
中
市
発
達
障
害
者
の
家
族
の
会

「
一
歩
の
会
」
で
は
、
昨
年
８
月
よ

り
新
た
に
乳
幼
児
グ
ル
ー
プ
「
に
じ

い
ろ
」
を
発
足
し
ま
し
た
。「
一
歩

の
会
」
で
は
、
主
に
成
年
の
当
事
者

の
家
族
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、「
に

じ
い
ろ
」
で
は
、
乳
幼
児
か
ら
小
学

校
低
学
年
の
お
子
さ
ん
の
家
族
が
毎

月
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
へ
の
進
学
は
ど
う
し
よ

う
？
発
達
の
詳
し
い
検
査
は
ど
こ
で

受
け
ら
れ
る
の
？
な
ど
個
々
で
悩
ん

で
い
る
参
加
者
同
士
で
情
報
交
換
し

た
り
、
時
に

は
「
一
歩
の

会
」
の
先
輩

マ
マ
か
ら
経

験
談
を
聞
い

た
り
す
る
な

ど
、
悩
み
を
語
り
あ
え
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆ 

定
例
会 

◆

日
時
：
毎
月
第
１
火
曜
日

　
　
　

13
時
～
14
時

場
所
： 

豊
中
市
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

　
　
　

２
階

※
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
そ
よ
か
ぜ
」
の
協
力
で
保
育
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
だ
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
グ

ル
ー
プ
で
す
。
診
断
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
け
ど
話
を
聞
い
て
み
た
い
、

と
い
う
方
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
ま
ず

は
一
度
定
例
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
：

地
域
支
援
係

電
話
（
６
８
４
８
）
１
２
７
９

続
き
、
連
絡
の
手
助
け
な
ど
も
必
要

に
応
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
の
安
心
協
力
員
が
利
用
者
宅

を
訪
問
し
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

事
務
局
に
連
絡
が
入
り
、
必
要
に
応

じ
て
、
他
機
関
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

《
利
用
者
の
声
》

●�

人
間
誰
し
も
、
生
き
方
や
考
え
方
、

悩
み
は
違
う
が
、
話
を
聞
い
て
く
れ

る
人
が
い
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い

●�

毎
月
の
訪
問
で
協
力
員
さ
ん
と
、
お

互
い
に
信
頼
関
係

が
で
き
て
い
る

●�

来
て
く
れ
る
こ

と
で
安
心
出
来

て
い
る

な
ど

○
利
用
料

　

登
録
料
…
２
，０
０
０
円
（
初
回
の
み
）

　

利
用
料
…�

月
１
回
の
定
期
訪
問
に

よ
る
安
否
確
認

８
０
０
円
／
時

安
心
コ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

安
心
コ
ー
ル
は
、
週
に
１
回
の
安

否
確
認
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
身

体
の
不
調
な
ど
、
不
安
が
あ
っ
た
場

合
の
相
談
の
場
と
し
て
の
機
能
も
あ

り
ま
す
。

　

安
心
コ
ー
ル
で
利
用
者
と
連
絡
が

取
れ
な
い
場
合
は
、
安
心
協
力
員
か

ら
事
務
局
に
引
き
継
ぎ
が
あ
り
、
安

否
が
確
認
出
来
る
ま
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

《
利
用
者
の
声
》

●�

毎
週
、
コ
ー
ル
を
楽
し
み
に
待
っ
て

い
る

●�

繋
が
り
が
出
来
て
、
安
心
し
て
い
るな

ど

○
利
用
料

　

登
録
料
…
２
，０
０
０
円
（
初
回
の
み
）

　

利
用
料
…
２
，４
０
０
円
／
年

※�

サ
ー
ビ
ス
併
用
の
場
合
、
登
録
料

は
１
回

問
合
せ
：

地
域
支
援
係

電
話
（
６
８
４
８
）
１
２
７
９

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年

～
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
継
続
し
て
き
た
災
害
支
援
訓
練
～

安
心
協
力
員
サ
ー
ビ
ス

▼安心生活創造事業
　イメージイラスト

福祉用具の事なら

『あいびー』へ
☎06-6855-8550
豊中市蛍池東町1-6-6-401

（広告） （広告）

乳幼児グループ
「にじいろ」誕生!!

▲災害支援訓練の様子▲リレートークの様子
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豊中市社協「みんなの福祉」は、 ２月・５月・８月・１１月の発行です

　

認
知
症
の
人
と
接
す
る
と
き
は
、「
自

尊
心
を
傷
つ
け
な
い
」「
緊
張
を
ほ
ぐ
す

よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
」「
相
手
が
理
解
で

き
る
言
葉
を
使
う
」「
話
を
合
わ
せ
る
」

「
昔
話
を
聞
く
」
な
ど
を
心
が
け
ま
す
。

【
接
し
方
の
具
体
例
】

● 

見
守
る
：
認
知
症
と
思
わ
れ
る
人
に
気

づ
い
た
ら
、
本
人
や
他
の
人
に
気
づ
か

れ
な
い
よ
う
に
、
一
定
の
距
離
を
保

ち
、
さ
り
げ
な
く
様
子
を
見
守
り
ま
す
。

● 

余
裕
を
も
っ
て
対
応
す
る
：
こ
ち
ら
が

困
惑
や
焦
り
を
感
じ
て
い
る
と
、
相
手

に
も
伝
わ
っ
て
動
揺
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。
自
然
な
笑
顔
で
応
じ
ま
し
ょ
う
。

● 

声
を
か
け
る
時
は
：
後
か
ら
の
声
か
け

や
複
数
で
取
り
囲
む
と
恐
怖
心
を
感
じ

る
の
で
、
で
き
る
だ
け
一
人
で
声
を
か

け
、
一
定
の
距
離
を
お
き
相
手
の
視
野

に
入
っ
た
所
で
「
何
か
お
困
り
で
す

か
」「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」
な

ど
声
を
か
け
ま
す
。
唐
突
な
声
か
け
は

禁
物
。

● 

目
線
を
合
わ
せ
て
優
し
い
口
調
で
：
小

柄
な
方
の
場
合
は
体
を
低
く
し
て
目
線

を
同
じ
高
さ
に
し
て
対
応
し
ま
す
。

● 

は
っ
き
り
し
た
滑
舌
で
：
高
齢
者
は
耳

が
聞
こ
え
に
く
い
人
が
多
い
の
で
早

口
、
大
声
、
甲
高
い
声
で
な
く
、
ゆ
っ

く
り
と
は
っ
き
り
し
た
滑
舌
を
心
が
け

話
し
ま
す
。
方
言
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

● 

相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
：
認
知
症

の
人
は
せ
か
さ
れ
た
り
、
複
数
の
問
い

に
答
え
る
こ
と
が
苦
手
で
す
。
相
手
の

反
応
を
伺
い
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
推

測
・
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
…
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家

族
は
、
先
の
見
え
な
い
介
護
に
悩
み
、
介

護
疲
れ
か
ら
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
感
情
的

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
周

り
の
人
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
、
介
護
す
る

人
が
元
気
で
穏
や
か
な
気
持
ち
で
い
て
こ

そ
良
い
介
護
に
繋
が
り
ま
す
。

監
修
：
桜
井
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

平
成
16
年
よ
り
、
精
神
障
害
者
の
社
会

参
加
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
地
域
交
流
の

場
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
し
て
い

く
場
、
ち
ょ
ボ
ラ
サ
ロ
ン
「
え
が
お
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。
協
力
機
関
や
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
共
に
、
毎
月
一
回

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
一
緒
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
で
、
表
情
が

イ
キ
イ
キ
と
し
、
自
然
と
交
流
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
服
部
緑
地
・
桜
塚
公
園
の
清

掃
や
９
月
の
敬
老
の
お
祝
い
に
服
部
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
歌

を
披
露
し
ま
し
た
。
高
齢
者
と
一
緒
に
紙

ひ
こ
う
き
を
折
り
、
多
く
の
紙
ひ
こ
う
き

が
舞
い
、
み
ん
な
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

〈
定
例
会
〉

日
時
： 

毎
月
第
４
月
曜
日　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
： 

豊
中
市
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ�

2
階

�

会
議
室

（�

活
動
に
応
じ
て
場
所
は
変
更
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

問
合
せ
：　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ぷ
ら
っ
と

電
話
（
６
８
４
８
）
１
０
０
０

介
護
の
基
礎
知
識 

～
認
知
症
～

ttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

ttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

（
在
宅
介
護
課

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
こ
り
ん
・
こ
こ
ろ
ん
」）

　

骨
折
な
ど
に
よ
り
一
時
的
に
車
い

す
が
必
要
な
方
に
貸
出
を
し
て
い
ま

す
。

貸
出
期
間
：
１
回
15
日
間

（
延
長
利
用
は
最
長
90
日
間
）

利
用
料
：
１
回
に
つ
き
５
４
０
円

（
税
込
）

※�

65
歳
以
上
の
方
の

場
合
は
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
が
優

先
し
ま
す
の
で
、

代
替
と
し
て
の
ご

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
在
宅
生
活

の
方
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

※�

入
院
中
の
院
内
利
用
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
・
申
込
み
：

生
活
支
援
係

電
話
（
６
８
４
８
）
１
２
７
９

■
住
宅
支
援
給
付
事
業

　

住
宅
の
確
保
と
再
就
職
の
支
援
を

目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

・
対
象
年
齢　

65
歳
未
満
の
方

・
支
給
期
間　

原
則
３
か
月
間

・
支
給
金
額

　

単
身
世
帯
上
限
：
４
万
２
千
円

　

複
数
世
帯
上
限
：
５
万
５
千
円

　

そ
の
他
諸
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
平
成
27
年
度
か
ら
事
業
の
名
称

等
が
変
更
さ
れ
る
予
定
で
す
）

問
合
せ
：

住
宅
支
援
給
付
事
業�

直
通

電
話
（
６
１
５
２
）
５
３
８
３

■
大
阪
府
生
活
福
祉
資
金

　

低
所
得
者
、
障
害
者
ま
た
は
高
齢

者
の
世
帯
を
対
象
に
資
金
の
貸
付
と

民
生
委
員
の
相
談
支
援
に
よ
り
、
安

定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
貸
付
制
度
で
す
。

・ 

福
祉
資
金

　

（�

経
済
的
自
立
、
在
宅
福
祉
、
社

会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
に

必
要
な
資
金
の
貸
付
）

・ 

教
育
支
援
資
金

　

（
進
学
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
）

・ 

総
合
支
援
資
金

　

（
離
職
さ
れ
た
方
向
け
の
貸
付
）

・ 

小
口
生
活
資
金

　

（�

医
療
費
や
初
回
の
給
料
ま
で
の

つ
な
ぎ
と
し
て
の
貸
付
）

・ 

不
動
産
担
保
型
生
活
資
金

　

（
65
歳
以
上
の
世
帯
向
け
貸
付
）

　

お
申
し
込
み
に
は
、
世
帯
全
員
分

の
収
入
証
明
・
住
民
票
・
資
金
使
途

の
証
明
・
民
生
委
員
の
意
見
書
等
が

必
要
に
な
り
、
審
査
に
も
一
定
の
期

間
が
か
か
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

い
た
上
で
の
お
申
込
み
と
な
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
、
お
電
話
に
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
：

相
談
支
援
課　

福
祉
貸
付
係

電
話
（
６
８
４
１
）
９
３
８
２

　

安
心
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
保
障
制

度
が
あ
り
ま
す
。

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
の
事
故
に
備
え
て
い

た
だ
く
も
の
）
→
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
団
体
対
象

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
行
事
保

険
（
主
催
者
が
賠
償
責
任
を
負
っ
た

場
合
に
備
え
て
い
た
だ
く
も
の
）
→

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
子
ど
も
会
活
動
な

ど
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

団
体
対
象
。
不
特
定
多
数
の
方
が
参

加
さ
れ
る
行
事
は
こ
の
保
険
の
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※�

補
償
内
容
は
毎
年
変
わ
り
ま
す
。

加
入
の
際
に
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ぷ
ら
っ
と

電
話
（
６
８
４
８
）
１
０
０
０

ち
ょ
ボ
ラ
サ
ロ
ン
「
え
が
お
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

▲�服部老人デイサービスセンターで、
紙ひこうきを飛ばしました。

ステージ発表や体験コーナーの様子
（昨年度のボランティアフェスティバル）

豊中のボランティアイメージキャラクター▶
ボランちゃん　

第22回 豊中ボランティアフェスティバル第22回 豊中ボランティアフェスティバル

平成27年(2015年)３月７日(土)10時15分～15時30分

　市内のボランティアグループ間の親睦・交流を図るとともに、市民の方々へ
その活動を紹介し、ボランティア活動に対する理解と関心を高めていただく
ことを目的に開催する市社協ボランティア団体連絡会と市社協の共催行事
です。みなさま、ぜひご来場ください！！

13時30分〜15時
『介護保険制度の行方
～これからの地域支援のあり方について～』

≪講師≫
公益財団法人さわやか
福祉財団会長・弁護士
堀田　力 氏
≪内容≫
平成27年４月の介護
保険法改正を控え、そのポイントと、こ
れからの地域支援のあり方をわかりやす
くお話しいただきます。
※講演のみ先着160名となります。

【場所】豊中市すこやかプラザ
【内容】
■ステージ発表（10時15分〜）
　☆オープニング（小学生による子ども太鼓）
　☆ボランティア活動ステージ発表
　　（�ノルディックウォーク、手品、紙芝居、

歌体操、合唱、演奏）
　☆中学生による福祉体験学習発表
　☆高校生によるボランティアバス報告
　☆お楽しみ抽選会
■体験・展示
　☆ボランティア体験（15時受付終了）
　☆グループ活動紹介パネル展示
　☆手作り介護用品展示
■販売
　☆障害者の方々の
　　手作り品販売
　☆おにぎり・みそ汁販売
　☆ボラフェスカフェ
　　（13時30分終了）
　☆東北支援物産展

車
い
す
貸
出
の
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

総
合
保
障
制
度
の
ご
案
内

こ
ん
な
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

■講演



電話番号はお掛け間違いのないようご注意ください

第112号  4    平成27年（2015年）２月１日

ご協力ありがとうございます

社会福祉協議会運営の市立通所介護事業所一覧
 (地域福祉活動支援センター )

名　　称 住　　所 電　　話

豊中市立桜井谷老人デイサービスセンター 豊中市桜の町3-12-10 6841-9000
豊 中 市 立 原 田 老 人 デイ サ ービスセンター 豊中市原田元町3-13-1 6845-8485
豊 中 市 立 服 部 老 人 デイ サ ービスセンター 豊中市服部本町5-2-8 4866-1180
豊 中 市 立 高 川 老 人 デイ サ ービスセンター 豊中市豊南町東1-1-2 6335-0668
豊 中 市 立 庄 本 老 人 デイ サ ービスセンター 豊中市庄本町3-1-15 6336-0842

社会福祉協議会の相談事業一覧
場所　豊中市すこやかプラザ2階　相談は電話でも受付しています。祝日・年末年始は休みです。

相　　　　談 と　　き 電　　話

ボランティア相談（ボランティアに関する総合相談） 月～金曜日 ９時～１７時１５分 6848-1000

福祉貸付相談（生活福祉資金・住宅支援給付などの相談） 月～金曜日 ９時～１７時１５分 6841-9382
6152-5383

年金・保険相談（年金や保険に関する相談） 第２･４木曜日 １３時～１５時 6841-9389

心配ごと相談（日常生活に関する悩み） 月・木曜日 １３時～１５時３０分

6841-9388
精神障害者生活相談（当事者による日常生活に関する悩み等） 第４火曜日 １３時～１５時３０分

介護相談（老人介護者（家族）の会による介護に関する相談） 水曜日 １３時３０分～１５時３０分

介護サービスの悩みごと相談窓口（介護相談員による相談） 金曜日 １３時～１５時３０分

福祉なんでも相談窓口 北中部編

　「近所のひとり暮らしの高齢者の様子が、ちょっと心配なんだけど…」、「市役所のどこの窓口に相談し
ていいのかわからない」など、「こんな時、どうしたらいいの？」、「どこに相談したらいいの？」という時
は、近くの福祉なんでも相談窓口へどうぞ！

校　区 相談日時 場　所 電話＆FAX
野畑 第１～４月 13:00 ～ 15:00 向丘住宅集会所 6854-8054

上野
毎週木 10:00 ～ 12:00
第２・４水 10:00 ～ 11:30
第３土 13:30 ～ 16:00

堀田老人憩の家
３階事務所 6848-2008

少路・北緑丘 毎週金 10:00 ～ 12:00 緑丘会館 6846-0294

東豊中 毎週水 13:00 ～ 15:00 ※ 工事のため3月末まで
東豊中老人憩の家

※ 3月末 まで 電 話・
FAXでのご利用は
できません。

東豊台 毎週水 13:30 ～ 15:30 東豊台小学校内
地域交流室 6849-2948

解決が難しい問題は、コミュニティソーシャルワーカー（CSW）が一緒に解決していきます。(祝休日は、休み)

■災害パネル展
　阪神・淡路大震災、東日本大震災な
ど当時の被災状況や災害支援のパネル
展示。
＜高川地域福祉活動支援センター＞
日時：２月9日（月） ～13日（金）
 10時～16時
 （11日（水） 祝日は休館）

電話　6335-1560
＜庄本地域福祉活動支援センター＞
日時：2月16日（月） ～20日（金）
 10時～16時

電話　6335-2590
＜原田地域福祉活動支援センター＞
日時：2月23日（月） ～27日（金）
 10時～16時

電話　6850-8460

■介護講座
＜庄本地域福祉活動支援センター＞
日時：2月9日（月）
 14時～15時
内容：認知症の薬について
講師：豊中市薬剤師会
定員：30名（先着順）

電話　6335-2590

■ファミリー・サポート・センター
会員登録説明会

　保育所施設・習い事などへの送り迎
え、子どもの預かりなどを有償で実施
する育児支援と利用者のための登録説
明会。
日時・場所：
①出張てびき説明会
　2月4日（水） 10時～ 12時
　千里公民館（新千里東町）集会室
②休日てびき説明会
　2月15日（日） 10時～ 12時
　豊中市すこやかプラザ 2階 会議室
持ち物：証明写真（縦3㎝×横2.4㎝）
 　2枚
申込み・問合せ：
ファミリー・サポート・センター

電話　6841-9383

■Ｖネットとよなか主催イベント
「一休さんの自然工作教室」
日時：３月７日（土） 10時～ 12時
内容：木の実や竹、木材など自然素材
 を使った工作教室
講師：一休さん
会場：豊中市すこやかプラザ

２階 運動実習室
参加費：無料
定員：４０名（先着順）
申込み・問合せ：
ボランティアセンターぷらっと

電話　6848-1000

■ももの会
（若年性認知症・家族の集い）

　ももカフェで豆から挽いたコーヒー
の香りの中、 懐メロをBGMに参加者
同士が楽しく交流しています。
　是非ご参加ください！
日時：2月10日（火）※偶数月開催
 13時30分～ 15時30分
場所：豊中市すこやかプラザ

2階 会議室
申込み・問合せ：
中央地域包括支援センター

電話　6841-9384

■豊中マンションサミット交流会
　マンションのコミュニティづくり、高齢化・防災・孤独死などの対応を目的とし
たミニ講座、事例報告、交流会など。
日時：2月14日（土） 10時～ 12時
場所：豊中市すこやかプラザ　1階 多目的室
対象：マンション管理組合、マンション自治会、その他関心のある市民
定員：80名（先着順）
申込み・問合せ：地域支援係　電話　6848-1279

行事のお知らせ・ご案内

平成26年10月１日から12月31日までの
寄附者のご芳名です。（敬称略・順不同）

社協事業
・匿名 20,000円
・匿名 20,000円
・株式会社イノウエ 10,000円
	 	 計　50,000円

善意銀行
・藤村俊助（2件） 10,000円
・匿名 1,000,000円
・南桜塚校区福祉委員会 14,264円
・さくら会 6,799円
・日本ガレージセール協会 30,000円
・岡田和子 38,252円
・匿名 30,000円
・東豊中校区福祉委員会
　喫茶ゆう♡ゆう 18,400円
	 	 計　1,147,715円

福祉基金
・豊中市10団体合同親善ゴルフ大会
  150,000円
・匿名 10,000円
・良風寺ボランティア会 100,000円
	 	 計　260,000円

物品寄贈
・アミューズ豊中店　 お菓子（2回）
・匿名 マスカット4箱（30袋）
・匿名 子ども用おもちゃ、紙オムツ
・GENKI GYM 年賀はがき400枚
・匿名 おかき等

　

平
成
26
年
度
共
同
募
金
運
動
で
は

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
に
よ
り
、
１

千
６
１
８
万
７
千
４
３
５
円
（
１
月
14

日
現
在
）
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
こ

と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

の
募
金
は
、
民
間
福
祉
施
設
や
社
会

福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
、
平
成
27

年
度
の
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
：

豊
中
地
区
募
金
会　

事
務
局

（
豊
中
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

電
話
（
６
８
４
１
）
７
３
３
５

【
事
務
職
員
】

採
用
予
定
数
：
1
名

（
昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
、
社
会
福
祉
士
資
格
か
社
会

福
祉
士
受
験
資
格
が
あ
る
人
で
4

月
1
日
（
水
）
か
ら
勤
務
可
能
な

人
）

【
嘱
託
職
員
】

採
用
予
定
数
：
1
名

（
昭
和
30
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
、
社
会
福
祉
士
資
格
か
社
会

福
祉
士
受
験
資
格
が
あ
る
人
で
4

月
1
日
（
水
）
か
ら
勤
務
可
能
な

人
）

勤
務
地
：
社
会
福
祉
協
議
会

（
豊
中
市
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
内
・

岡
上
の
町
）

試
験
日
：
2
月
22
日
（
日
）

申
込
用
紙
の
配
布
・
受
付
：
２
月

12
日
（
木
）
ま
で
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
は
除
く
）
の
9
時
～
17

時
15
分
に
同
協
議
会
。
申
込
用
紙

は
同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
出
し
可
。

h
ttp

://w
w

w
.to

yo
n

a
k

a
-

shakyo.or.jp/

問
合
せ
：
総
務
係

電
話
（
６
８
４
１
）
９
３
９
３

©中央共同募金会

《
市
社
協
職
員
募
集
》

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
結
果
報
告
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